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　新 指 導 要領 が 実 施 され 観点 別 学 習 状 況 評 価 が 導 入 さ れ 、感 性 面の 評 価 が 問 題 とな っ て き た 。

本 研 究 は 、生 徒 の 自己 評定 （感 想 、作 文 な ど ） や 教 師 の 観 察 が 、 自然 言語 と い う形 式 で 蓄 積

さ れ て い る こ と が 多 い こ と、 フ ァ ジ ィ 理 論 が 自然 言語 の 処 理 に 適 して い る こ と、 又 そ の 評 価

が 人 間 の 思 考 や 判 断 に 近 い こ と な ど に 着 目 し て 、 フ ァ ジ ィ 教 育評価 法 を 提 案 した も の で 、 そ

の 実 践 例 に つ い て も報 告 した も の で あ る 。

1 ．は じめ に

　教育現場にお い て 、 情意面 の評価 （感性評価 ）に

つ い て の研 究 の 必要性は多 くの 教員は認め て い る 。

しか し、必 要感 の 強 さに比 ぺ て 、情 意面の 評価に つ

い て の 実践的な 自信は強 くな い 。
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図 1　情意面 の 評価 の 実践的研 突 の 必要性 （％）
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　情意面 の 評価 が困難 で あ る こ とに つ い て は 、基準 、

妥当性 、方 法の 閤題 を挙げ る教員が 多 い 。
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図 2　情意面の 評価に つ い て 実践 して い るか （％）

　妥当性 に つ い て は 、 「定量 に な じまな い 」 、
「評

価 者 の 主観 に 依 存 し す ぎる 」 、 「情意の 表 出 に 個 人

差 が あ る 」 、 「評価 内容 が 複 雑 、多岐 に わ た りすぎ

る」 な どの 意見 が あ る 。 （ec　2 ）

　 しか し、よ い 評価方法が あるな ら利用 してみ た い

と思 っ て い る教員もかな りい る ようで あ る 。 （図 3 ）

2 ．感性評価と自己評価に つ い て

　生 徒 の 掌 習に 関す る感椿は 、 学習経験 を通 して 、

変化 、変遷す る 。 こ の 視 点 か ら、学習評価に フ ァ ジ

ィ 理 論 を の 適 用 して 、生徒 の 自己 評価 も 取 り人 れ た 、
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図 3　情意面の 評価を困難に して い る要 因 （％）

教師も 生徒 も概ね 納得 で き る 評価 方法 の 確立 を考え

たも の で あ る 。

　 こ こ で は 、体育学習 の 「とび 箱 の 評価」 に つ い て

の 事例 を上 げ る 。 （図 4 、5 を参照）

　 フ ァ ジ ィ理 論 の適応 を考えた とき 、生徒に 感想な

り、自己評価 な りを 作文さ せ た も の か ら、キ
ー

ワ
ー

ドを抽 出 し、KJ 法 を用い て分類 し 、階層化構造を

構築 し、それぞれ の項 目内容に 自然言語を馬い て評

価 を与 え る 方法 が考え られ る 。

　本事例では 、指導 目標 を基 に技能面 と意欲 ・態度

に つ い て 抽出 した 6 項 目 に つ い て 、階層 化構造 を作

り、評価 す る こ とに した 。

　本研究で 用 い て い る 手 法 に は 、生徒 の 評価 と教師

の 評価の曖昧な ゆ らぎを計算す る とい う発想 の 転換

があ るが 、教 師 の 日常の 授業観察の 主眼は 自分 の 指

導内容を最もよ く反映 して い る生徒を基 準 と して い

る もの で あ る 。 したが っ て 、生徒 の様 々な行動 パ タ

ー
ン に つ い て 、指導観 と基準行動 を持 つ 生徒の フ ィ

ル タ を通 して 見 て い る とい う こ とにな る 。結果 と し

て の 成果の 見方は 、 子供の場合 と教師の 場合 とで は

大 変違 っ た 見方 を して い る と言え る 。 子供は 自分行
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為の 結果 と い う よ りも 、 とび箱の 完成 された イ メー

ジや 自分の持 つ 上手な とび方の 概念 との 比較で 自己

評定を下 す傾 向が あ る 。そ の た め途中の 「努力 」 や

「思 い 」 を評価に大 き く取 り入れ る とい うこ とは年

上に な るほ どしな くな る 。こ の 点 の 教 師 の 押さ えが

甘い と評定が信頼 を失 う こ とに な る 。

　結果が良い 、とび方の 上 手な子に とっ て途中の 努

力 は技術の 巧 出 と い う こ とで あ る が 、 結果 に現れ な

と び 箱 の 評 緬
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図 4 　体育 「とび 箱 の 評価 」 の 階層構 造

み 切 り つ き方 地距 　　習回 カ　レ
ー
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図 5　 評価項 目 、フ ァ ジ ィ 測度及 び 評価値

い コ ン プ レ ッ ク ス を持 つ 子は 、途中の 走 り方や踏切

や フ ォ
ーム の た め の 心理的 な葛藤 が あ る こ とをわ す

れ て は い けな い 。こ の 辺 が教師の 観察 と自己評価の

両 方で浮 き彫 りに され て 、最 終的 に総合 評価 （自然

言語 又 は数値）が 求 め られ る こ とを期待 して い る と

こ ろ で あ る 。

3 ．関心
・意欲の 評価に つ い て

　 学習意欲 の評価に つ い て は 、評価の 範囲 す ら明確

ではない 。 概念規定に 関す る提案はあ るが 、実証事

例が過少で ある こ と か ら 、あ ま り理解 が得 られ て い

な い 。 また 、数量化 に 馴 染まな い と い う感 覚が根強

くこ の 種の 研究を遅 ら せ て い る 。

　 筆者 らは 、構成主義的に学習意欲に つ い て 、次の

観点 を提案 した い 。

　　 ・自分の 課題 とし て取 り組んだか

　　 ・学 習集 団 に お い て 役割が あ っ た か

　　 ・教材 の 構成や糸 口 を 把握 した か

　　 ・主観 的価 値 を認識 し たか

　　 ・客観的価値を認識 した か

　　 ・達成可能感を持 っ たか

　　 ・解 決 の見通 し 、 達成度を持 っ たか

　評価の手が か りは 、主 と して 被評価 者自身 の メタ

認知報告で 、判断の 方法は論理的洞察 とい うこ とに

な る 。 こ の 種 の 問題解決の 糸口 として 、 フ ァ ジ ィ 理

論の 効用を考え て 、 現在 、 教育評価 シ ス テ ム の構築

中 で あ る 。

4 ．おわ りに

　テ ス トで 良い 点が取れ た り 、 作品や実技な どが 良

くで きた りす る と、そ の 教 科 が 好 き に なる と い う こ

とは 、一
般 に認 め られ て い る 。

　 フ ァ ジ ィ 理論 を用 い る こ とに よ っ て 、生徒の 心理

な どが分析 で き る 。 そ こ で 、体育の 好 き嫌い状態に

関 す る 学習 感情 と実技 （得 点 、出来具合 〉の 帰 属度

関数を求めて推論を行 う と 、 感情の 変化が 調 ぺ られ

るの で 、個 人や 集団 の学習意欲もかな り明か に す る

こ とが で き る こ とも分か っ た 。
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